
南大沢中学校区は、八王子市東部に位置し、京王相模原線の南大沢駅を中心に発展した地域
です。町田市、多摩市と市境を接し、「多摩ニュータウン」の西部に位置しています。

由木土地区画整理事業により整備され、古くから南大沢に住む方が多い地域と集合住宅団地
を中心とした地域で構成されています。また、東京都立大学が立地していることから、大学生も
多く居住しています。

八王子市の顔に相応しい景観として、「大平公園からの眺望」「南大沢駅前のまちなみ」「首都
大学東京（現在の東京都立大学）前のサクラ並木」が景観100選として、「南大沢輪舞（リンブ）歩
道橋」が八王子八十八景に選ばれています。

交通の利便性が高く、駅周辺は様々な商業施設や大型マンションが立ち並ぶとともに、駅前で
は様々なイベントやチャリティ活動などが随時行われ、賑わいをみせています。
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「スマートシティ」の実現をめざして

東京都は、デジタルの力で都民が質の高い生活を送る
ことができる「スマート東京」の実現をめざしてます。南
大沢は「先行実施エリア」に設定されており、５Ｇと先端
技術を活用した分野横断的なサービスの提供を可能に
するスマートシティに向けた検討を行っています。
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南大沢周辺の航空写真
（昭和60年（1985年） ）

南大沢輪舞歩道橋


